
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 宮崎県 市町村名

プロジェクト名 有機農業推進プロジェクト
新規・継続の

区分
継続

（目的、概要）

第１次産業の就業者数 1995 2000 2005

綾町 1,087 972 983

宮崎県 87,219 74,013 69,948

農業粗生産額 1995 2003 2005

綾町 4,160 4,210 3,908

宮崎県 346,600 310,800 169,075

プロジェクトの
期間

平成19年度～平成２３年度
政策分野の分類

（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

事業費

 (単位：千円)
94,700

(19,853)

42,500

(8,998)

105,000

(22,956)

242,200

(51,807)
総　計

有機農業推進推
進のための基盤
整備

有機農業開発センターを設置し、JASの認証機関でもある。ここに、専門の
農業指導員を配置し土壌分析機器を整備し行っている。今後は、残留農
薬の分析可能な機器の整備も図り、いっそう充実した「安心・安全な農畜
産物」の提供を図って行く。

有機農業推進の
ための組織の育
成並びに新技術
導入等への支援

農薬飛散問題（ポジティブリスト）や新技術導入のための支援は基より、各
地区の有機農業実践振興会等の組織の育成強化を支援し、有機農業の
取り組みを積極的に行う。

　分析機器の整備を行っている。

　る。

（具体的な成果目標）

２．農薬飛散（ポジティブリスト）等防止のため、地域全体での有機農業の取り組みを推進するため、

　各地区の有機農業実践振興会等の組織活動の支援、新技術の導入事業等への補助を積極的に

リサイクルを通じ
た有機農業の実
践

町内のし尿や残飯を収集し、液肥・堆肥の生産を行いリサイクルを推進す
ると共に、有機農業への利用を促進させ資源循環型の「自然にやさしい」
農業の取り組みを積極的に行う。

綾　　町

⑩環境保全プロジェクト

http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown/index.html

行く。

　　平成17年度（２００５）生産額　3,908百万　→　平成23年度目標　4,250百万（２００３年ベース）

事業概要

その他特記事項

農産物の生産による農家所得の向上を目指す。

１．有機農業センターを設置し、本施設を中心としてJASの認証、専門の農業指導員の配置、土壌

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目

標

　有機農業の推進を積極的に行い「安全・安心な農畜産物」の提供を図るとともに、高付加価値の

３．町内のし尿や残飯を収集し、液肥・堆肥としてリサイクルすると共に、有機肥料として供給してい

　行っている。

(総務省統計局「国勢調査」）単位：人

(農林水産省大臣官房統計部「清算農業所得統計」及び「農林業センサス2005」　単位：百万円

　第１次産業の就業者数は、増加に転じている。一重に、有機農業の定着化が図られてきているも

のと考えられる。今後も引き続き積極的な事業の展開を図り、2003年度の農業粗生産額を目指して


